本装置の運用および保守について説明します。 


日常の保守(一282ページ） . 

システム診断(一286ページ） . 

障害時の対処(一289ページ） . 

オフライン保守ユーティリティ（一317ページ) 

移動と保管(一319ページ） . 

ユーザーサポート （一 320 ページ） . 


本装置を日常使う上で磕認しなければならない点 
やファイルの管理、クリーニングの方まについて 
説明します。 

本装置専用の診断ユーティリティの使い方につい 
て説明します。 

故障かな？と思ったときに参照してください。卜 
ラブルの原因の磕認方法やその対処方法について 
説明しています。 

本装置専用の保守ユーティリティの使い方につい 
て説明します。 

本装置を移動-保管する際の手順やを意事項につ 
いて説明します。 

本装置に関するさまざまなサービスについて説明 
します。サービスは NEC および NEC が認をした 
保守サービス会社から提供されるものです。ぜひ 
ご利用ください。 


Express 5800シリーズ全般の運用について説明した 「Express Server Management Guide 」 も参 
考にしてください 。 「Express Server Management Guide 」 は、オンラインド丰ュメントまたは夕 
のホームページより参照することができます。 

http :// nec 8. com / 


ONL-3107CN-140RC4-000-04-0409 
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日常の巧守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する磕認や保守をを期的に行ってくださ 
い。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼してください。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上のESMPRO/Se「ve「Mamgげにアラートが通報されていないか、常にを意するよ 
うムがけてください。ESMPRO/Se「ve「Manage「の「統合ビユーア」、「データビユーア」、 
r アラートビユーア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPRO でチェックする画面 




アラー トビ ユーア 


面 




,H を摩陌 

BIOS n- 她ザストレづ，ゎィIけな t 

■—耐[—昭■厮占 


7■— タヒューソノ 


ステータスランプの確認 


本装置の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして本装置の電源を OFR こする前 
に、本装置前面にあるランプや、 3.5 インチディスクベイに搭載している八ードディスクの 
ランプの表示を磕認してください。ランプの機能と表示の内容じついては r 八ードウエア編」 
の67ページをご覧<ださい。万一、本装置の異常を示す表示が磕認された場合は、保守サー 
ビス会社に連絡して保守を依頼してください。 
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走:期的に本装置の八ードディスク内の大切なデータをバックアップすることをお勧めしま 
す。本装置に最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについてはお 
買い求めの販売店にお問い合わせください。 


八ードウエアの構成を変更したり、巨 IOS の設をを変更したりした後は、オフライン保守ユー 
ティリティの「システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のバックアップをとってくだ 
さい （35 または56ぺージ参照)。 

ディスクアレイを構築しているシステムでは、ディスクアレイのコンフィグレーション情報 
のバックアップをとっておいてください。また、八ードディスクの故障によるリビルドを 
行った後もコンフィグレーション情報のバックアップをとっておくことをお勧めします。コ 
ンフィグレーション情報は r ソフトウてア編」または EXPRESSBUILDER じ格納されている才 
ンラインド车ュメントを参照してバックアップをとってください。 


クリーニング 


本装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングしてください。 





し1 

®0 

AA 

运 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死 
t するまたは重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説明をご 
覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本装置の外観のミちれは、柔らかい布でふき取ってください。ミちれが落ちじくいときは、次の 
ような方まできれいになります。 

M-O • シンナ ー 、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 
信事3 原因になりまず。 

• コンセント、ケーブル、本装置背面のコネクタ、本装置内部は絶対に水などでめ5さな 
いで < ださい。 


運用•保守編 
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1. 本装置の電源が OFF ( POWER ランプ消の）になっていることを確認する。 

2 . 本装置の電源コードをコンセントか6あく。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔6かい布を還し、よく紋る。 

己.本装置の巧れた部分を手順4の布で少し強めにこすってミちれを取る。 

巨.真水でめ6してよく殺った巧でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 

8 . 乾いた巧で装置背面にあるファンの排気□(こ付着しているほこりをふき取る。 


キーボード/マウスのク U —ニング 

车ーボードは本装置および周辺装置を含むシステム全体の電源が OFF (POWER ランプ消な) 
になっていることを確認した後、羊ーボードの表面を乾いた布で拭いてください。 
マウスが正常に機能するためには、内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけ 
ればなりません。マウスボールのミちれを防ぐためにほこりの少ない場所で使用して、定期的 
に次の手順でクリーニングしてください。 

1. 本装置の電源が OFF ( POWER ランプ消の）になっていることを確認する。 

2 . マウスを裏返してマウスボールカバーを 
反時計回りに回して中か6マウスボール 
を取り化す。 


3. マウスボールを乾いた柔6かい布などで 
ふいて、ミちれを取り除く。 

ミちれがひどいときはめるま湯または水で 
薄めた中性洗剤を少量含ませてふいてく 
ださい。 

4. マウス内部にある3つのルさな□ーラを 
綿棒などでふ<。 


ミちれがひどいときはアルコールなどを少 
量含ませてふいてください。 

己.マウスボールをマウスの中(こ戻す。 

手順3、4でマウスボールや□ーラをめ6 
した場合は、十分に乾燥させてか6ボー 
ルを人れてください。 

巨.マウスボールカバーを元(こ戻して、時計 
回 LJ (こ回して□ックする。 



マウス底面 
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CD - ROM のクリーニング 


CD-ROM にほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデータを正しく 
読み取れません。次の手順に従ってを期的にトレー、 CD-ROM のクリーニングを行います。 

1. 本装置の電源が ON ( POWER ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2. CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが CD - ROM ドライブか6化てきます。 

3. CD - ROM を軽く持ちなが6トレーか6取り化す。 


)m 


I CD-ROM の信号面に手び触れないようま意してください。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔6かい布でふき取る。 


CD-ROM ドライブのレンズをク ij— ニングしないでください。レンズび傷ついて誤動作の原因 
となりまず。 


5. トレーを CD - ROM ドライブ(こ戻す。 

巨. CD - ROM の信号面を乾いた柔6かい布でふく。 


)m 


CD-ROM は、中 f こ、か5外側に向けてふいてください。クリーナ 
をお使いになるときは、 CD-ROM 専用のクリーナであることを 
お確かめください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベンジ 
ン、シンナーを使用すると、ディスクの内容び読めなくなった 
り、本装置にそのディスクをセットした結果、故障したりずるお 
それびありまず。 



テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへ、ソドのミちれはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。定期的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングしてくださ 
い。クリーニングの時期やクリーニングの方法、および使用するテープカートリッジの使用 
期間や寿命についてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 

EXPRESSBUILDER に格納されているユーティリティ「テープ監視ツール」を本装置にインス 
I -ールしておくと、テープドライブやテープカートリッジの状態を監視し、クリーニングの 
要求やドライブの異常などをポップアップメッセージとして表示したり、異常の詳細をイべ 
ント□グに記録したりすることができます。インスI'''ールについては r ソフトウエア編」また 
はオンラインド羊ュメントを参照してください。 


運用•保守編 
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システム診断 

システム診断本装置に対してを種テストを行います。 

「EXPRESS 目 UILDER」 の「ツール」メニューから「システム診断」を実行し本装置を診断してくださし、 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• 本装置に取り付けられているメモリのチェック 
• CPU 丰ヤッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクのチェック 

I n-O システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルをがしてください。接続 
したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼすおそれがあります。 

pi ： ハードディスクのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 

rE>n 


システム診断の起動と終了 


システム彰断には、本装置自身のコンソール(キーボード）を使用する方法と、シリアルポー 
卜経由で管理 PC のコンソールを使用する方ま（コンソールレス）があります。 

それぞれの起動方法は次のとおりです。 

I n-O 「ソフトウエア編」の 「EXPRESSBUILDER」 では、コンソールレスでの通信方法に LAN と 
COM ポートの2つの方法を記載していますび、コンソールレスでのシステム診断では 
COM ポートのみを使用ずることびでをまず。 

1. シャットダウン処理を行った後、本装置の電源を OFF (こし、電源コードをコンセントか6抜く。 

2. 本装置(こ接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本装置の電源を ON にする。 

4. CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」 を使ってシステムを起動する。 


本装置のコンソールを使用して起動する場合と、コンソールレスで起動する場合で手順が異なり 
ます。「ソフトウエア編」の 「 EXPRESS 目 UILDER 」 を参照して正しく起動してください。 

EXPRESSBULDER か6起動すると画面にメニューが表示されます。本体の〕ンソールを使用し 
て起動した場合は、本装置に接続しているディスプレイ装置に 「 EXPRESS 目 UILDER トップメ 
ニュー」が表示されます。コンソールレスで起動した場合は、管理 PC のディスプレイ(こ 
「 EXPRESS 目 UILDER メインメニュー」が表示されます。 
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EXPRESSBUILDER トップメニユー 


矢げキーで反転を項目に合わせて、リターンキーを巧してください。 
EXPRESSBUILDER は本装置のセットアジブをサポートします。 

本装豆のたットアシブを容易に行えるように、自動が]にたットアッブ 
に必要なツールを起動し、バラメータを設定していきます。 

ただし、たジトアッブが自®月勺に判断できないバラメータは、オペレータに 
入力が要ポされます。 

遇7:® 

システムた ジトアッブ終了後、たットアッブ t 青ま良を/いックアジブすることをお 
勒めします。パックアジブ情報が無いときは、修理復旧日寺にお客様の装！ S 固有 
の情報や設定を復旧できなくなります。バックアッブは、フォーマットされた 
フロッピーディスクを準備して、ツールでオフライン保守ユーティリティの 
「システム t 青報の普理」から「返避」を遠巧してください。 


EXPRESS 己 UILDER メインメニこ 


己.[ツール]を選択する。 

目.「ツールメニュー」の[システム彭断]を選択する。 

システム彭断を開始します。約3分で診断は終了します。 

彭断を終了するとディスプレイ装置の試験 Window タイトルが Test End となります。 
試験タイトル 



ガイドライン 


試験タイトル： 

試験 Window タイトル： 
試験結果： 

ガイドライン： 

試験簡易 Window: 


彭断ツールのを称およびバージョン情報を表示します。 

彭断状態を表示します。試験終了時(こは Test End と表示します。 

彭断開始-終了 -経過時間および終了時の状態を表示します。 

Window を操作するキーの説明を表示します。 

彭断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル行で <Enter> キー 
を押すと試験の詳細を表示します。 


運用•保守編 
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システム彰断でエラーをお化した場合は試験簡易 Window の該当する試験結果 「Abnormal End」 と 
なりホく表示されます。 

エラーをお化した試験にカーソルを移動し <Enter> キーを押し、試験詳細表示に出力されたエラー 
メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 
I — Enduser Menu — 



<Device List 〉 


<Log Info 
<Option> 

<Reboot> 

Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


7. 画面最下段の「ガイドライン」(こ従し vEs にキーを押す。 


]：> (下のメインメニューを表示します。 


< rest Resul わ： 
<Device Us わ： 
<Log lnfo>: 


<0 が ion>: 
<Reboot>: 


前述の彭断終了時の画面を表示します。 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

試験□グやエラーメッセージを表示します。 

エラーメッセージをフ□、ソピーディスクへ保存することができます。 
フ□、ソピーディスクへ記録する場合は、フォーマット済みのフ□、ソピー 
ディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし、 <Save> を選択し 
てください。 

□グの出力先の変更します。 

システムを再起動します。 


8 . 上記メインメニューで <Reboo わを選択する。 

本装置を再起動し、システムが EXPRESS 目 ULDER か6起動します。 


9. EXPRESS 目 ULDER を終了し、 CD-ROM ドライブか 6CD-R0M を取り化す。 

10. 本装置の電源を OFF じし、電源コードをコンセントか6抜く。 

11. 手順2で取りかした LAN ケーブルを接続し直す。 

12 . 電源コードをコンセント(こ接続する。 


W 上でシステム彰断は終了です。 
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障害時の対処 


r 故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について磕認してください。該当することがらがある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、ESMPRO/Se「ve「Manage「を使つて障害の発生箇所を磕認 
し、障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の磕認ができたら、故障した部品の巧換やシステム復旧などの処置を行 
います。 


障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因じよるちのかを判断するには、 
ESMPRO/Se「ve「Manage「が便利です。 



運用•保守編 
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エラーメッセージ 


本装置になんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここでは、エラー 
メッセージの種類について説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

本装置の電源を ON にすると自動的に実行される 
自己診断機能 「POST」 中に何らかの異常を橫化す 
ると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッ 
セージが表示されます(場合によつてはその対処 
方法ち表示されます）。画面じ表示されるメッ 
セージとその意□ホ、対処方法については r 八ード 
ウェア編」の105ページをご覧ください。 

メモリの故障を示すメッセージ(例ではメモリ 
#1が故障した場合の表示） 

■: 「ハードウェア編」に記載されている POST のエラーメッセージー覧は本装置単体のもので 

す。ベースボードに接続されているオプションの SCSI コントローラボード、ディスクアレ 
イコントローラボードに搭載されている BIOS のエラーメッセージとそのが処方まについて 
はオプションに添付のマニュアルを参照してくださし、(本装置のベースボードに SCSI コント 
口ーラが搭載されている場合はこれらのメッセージも含まれています）。ディスクアレイコ 
ントローラボードについては、この後の「トラブルシューティング」の「ディスクアレイ」を 
参照するか、ディスクアレイコントローラボードに添付の説明書を参照してください。 


ランプによるエラーメッセージ 

本装置の前面や背面、八ードディスクの八ンドル部分にあるランプはさまざまな状態を点 
灯、点滅、消灯によるパターンや色じよる表示でユーザーに通おします。「故障かな？」と 
思ったらランプの表示を磕認してください。ランプ表示とその意□ホについては r 八ードウェ 
ア編」の67ページをご覧ください。 


Phoenix BIOS 4.0 Release 6.0.XXXX 

CPU=Intel(R) Xeon Processor XXX MHz 
640K System RAM Passed 
: Extended RAM Passed 


512M E 
WARN!] 


0B60: DIMM group #1 has been disabled. 


Press <F1> to resume, <F2> to setup 


Windows Server 2003/Windows 2000 のエラーメッセージ 

Windows Server 2003/Windows 2000の起動後に致命的なエラー (STOP エラーやシステ 
ムエラー)が起きるとディスプレイ装置の画面がブルーに変わり、エラーに関する詳細なメッ 
セージが表示されます。 


禍 STOP: OxOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001 ， 0x80108E7A) 

IRQ し NOT_LESS_OR_EQUAL*** Address 80108 E7A has base at 8010000 _ ntoskrnl.exe 
/ 一 



画面のバックグラウンドの色は「ブルー」 
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サーバ管理アプリケーションか 5 のエラーメッセージ 

ESMPRO/ServerAgent や ESMPRO / 

ServerManager、Power Console Plus 
など本装置専用の管理ツールを本装置や管 
理 PC へインス!-ールしておくと、何らか 
の障害が起きたときに管理 PC や本装置に 
接続しているディスプレイ装置から障害の 
内容を知ることができます。 


各種アプリケーションのインス I -ールや運用方法についてはソフトウエア編またはオンライ 
ンド羊ュメントを参照してください。 

ESMPRO を使ったシステム構築やを種設定の詳細についてはオンラインヘルプや、オンラ 
インド车ュメントの 「Express Server Management Guide 」 で詳しく説明されています。 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると本装置は自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリじ 
メモリダンプのデータを保存します （ r 導入編」の「メモリダンプ（デバッグ情報)の設定を参 
照」。のちほど保守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただくよう依頼され 
る場合があります。 M 0 や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守員に渡せるよ 
う準備しておいてください。 

I M-O STOP エラーやシステムエラーび発生しシステムを再起動したとき、仮想メモリび不足し 
ていることを/ちすメッセージび表示されることびありますび、そのまま起動してください。 

^ このファイルをメディア(こコピーする前(こ、イベントビューアを起動して、システムイベン 
云巧]卜□グで Save Dump のイベント□グが記録され、メモリダンプが保をされたことを確認し 
てください。 

このほかにもディスクやネ、ソトワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺装置にエラーが起 
きた場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連 
絡してください。 
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本装置が思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って本 
装置をチェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の 
確認、処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録 
してから、保守サービス会社に連絡してください。 


本装置について 

( D 画面び出ない、ビープ音び鳴る 

n DIMM ボードが痛実に実装されていますか？ 

- DIMM がしっかりとコネクタに実装されているか磕認してください。 

一同一 BANK 内に異なった仕様の DIMM が実装されていないか磕認してくださ 
し、 DIMM の仕様については161ぺージの 「 DIMM 」 を参照してください。 

(D 電源び ON にな5ない 

n 電源が本装置に正しく供給されていますか？ 

一 電源コードが本装置の電源規格に合ったコンセント（または UPS ) に接続されて 
いることを磕認してください。 

一本装置に添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの被覆が玻 
れていたり、プラグ部分が折れていたりしていないことを磕認してください。 
一接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを磕認してください。 
一 UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が化力されていることを磕認してください。詳しくは UPS に添付のマ 
ニュアルを参照してください。 

また、本装置の BIOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設 
定ができます。 

く磕認するメニュ ー:「 Server 」 一 rAC-LINKJ> 
n POWER スイ、ソチを押しましたか？ 

一本装置前面にある POWER スイ、ソチを押して電源を ON ( POWER ランプ点灯)に 
してください。 

® 電源び OFF にならない- SLEEP スイッチび機能しない 

n POWER スイッチおよび SLEEP スイ、ソチの機能を無効にしていませんか？ 

いったん本装置を再起動して、目 IOS セットアップユーティリティを起動してく 
ださい。 

く磕認する メニュ ー: rSecu 「 ity 」 一 「Power Switch Inhibit 」〉 

□ 本装置が Secure Mode で動作していませんか？ 

一 Secure Mode 中は POWER スイッチおよび SLEEP スイッチが機能しません(強 
制シャットダウンも含む )。 Secure Mode を解除するにはキーボードから目 IOS 
セツトアップユーテイリテイで設をしたユーザーパスワードを入力してくださ 
い。 
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(D POST び終わらない 

n メモリが正しく搭載されていますか？ 

一最低4枚1組の DIMM が搭載されていないと動作しません。 

n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

一搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合があ 
ります。しばらくお待ちください。 

n 本装置の起動直後に羊ーボードやマウスを操作していませんか？ 

一起動直後に羊ーボードやマウスを操作すると、 POST は誤ってキーボードコン 
卜□ーラの異常を横化し、処理を停止してしまうことがあります。そのときは 
もう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッセー 
ジなどが表示されるまで羊ーボードやマウスを使って操作しないようを意して 
ください。 

n 本装置で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

一 NEC が指をする機器 t (外は動作の保証はできません。 

( D 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフェースケーブルや電源ケーブル（コード)が磕実に接続されていること 
を磕認してください。また接続順唐が正しいかどうか磕認してください。 

n 電源 ON の順番を闇違っていませんか？ 

一外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本装置の順に電源を 
ON にします。 

n ドライバをインス!-ールしていますか？ 

一接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要なも 
のがあります。デバイスに添付のマニュアルを参照してドライバをインストー 
ルしてください。 

n 巨 IOS の設定を間違えていませんか？ 

一 PCI デバイスを接続している場合は、本装置の BIOS セットアップユーティリ 
ティで PCI デバイスの割り a みやその他の詳細な設ををしてください。 （ PCI デ 
バイスについては通常、特に設定を変更する必要はありませんが、ボードに 
よっては特別な設をが必要なものもあります。詳しくはボードに添付のマニュ 
アルを参照して正しく設をしてください。） 

く磕認するメニュー： 「 Advanced 」 一 fAdvanced Chipset Control 」 一 「PCI 
Device 」 

ーシリアルポートやパラレルポートに接続しているデバイスじついては、 I / O ポー 
トアドレスや動作モードの設定が必要なものもあります。デバイスじ添付のマ 
ニュアルを参照して正しく設定してください。 

<確認する メニュ ー ： 「 Advanced 」 一「1/0 Device Conrigu 「 ation 」> 
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® キーボードやマウスび正しく機能しない 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

一本装置背面にあるコネクタに正しく接続されていることを磕認してください。 
一本装置の電源が ON になっている闇に接続すると正しく機能しません ( USB デバ 
イスを除く）。いったん本装置の電源を OFF にしてから正しく接続してくださ 
い。 

n 目 IOS の設定を間違えていませんか？ 

一本装置の目 IOS セットアップユーティリティでキーボードの機能を変更したり、 
マウスを無効にしたりすることができます。巨 IOS セットアップユーティリティ 
で設をを確認してください。 

<確認する メニュ ー ： 「 Advanced 」 一「1/0 Device Configuration 」 一 

rPS/2 Mouse 」、「 Advanced 」 一 rNumlockJ > 

n ドライバをインス!-ールしていますか？ 

一使用している 0 S に添付のマニュアルを参照して车ーボードやマウスのドライバ 
がインストールされていることを磕認してください（これらは 0 S のインストー 
ルの際に標準でインス!-ールされます）。また、 0 S によっては车ーボードやマ 
ウスの設定を変更できる場合があります。使用している 0 S に添付のマニュアル 
を参照して正しく設定されているかどうか磕認してください。 

n 本装置が Secure Mode で動作していませんか？ 

一 Secure Mode 中は车ーボードやマウスが機能しません 。 Secure Mode を解除 
するには丰ーボードから BIOS セットアップユーティリティで設をしたユーザー 
パスワードを入力してください。 

® フ□ッピーディスクにアクセス(読み込みまたは書き込みび)できない 

n フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットしていますか？ 

ー フ□、ソピーディスクドライブに r カチ、ソ」と音がするまで磕実に差し込んでくだ 
さい。 

n 書き込み禁止にしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチのノッチを r 書き込み巧」に 
セットしてください。 

n フォーマットしていますか？ 

ーフォーマット済みのフ□、ソピーディスクを使用するか、セットしたフ□、ソピー 
ディスクをフォーマットしてください。フォーマットの方まじついては、 0 S に 
添付のマニュアルを参照してください。 

n BIOS の設定を間違えていませんか？ 

一本装置の BIOS セットアップユーティリティでフ□、ソピーディスクドライブを無 
劾じすることができます。目 IOS セットアップユーティリティで設定を確認して 
ください。 

く磕認する メニュ ー ： 「 Main 」 一 「Legacy Floppy A 」 

「 Security 」 一 [Floppy Write P 「 otect 」> 
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□ 本装置が Secure Mode で動作していませんか？ 

一 Secure Mode 中は、設を内容によってはフ□、ソピーディスクドライブへの書き 
込みが禁止されている場合があります 。 Secure Mode を解除するにはキーボー 
ドから BIOS セットアップユーティリティで設をしたユーザーパスワードを入力 
してください。 

® CD - ROM にアクセスでさない 

n CD - ROM ドライブのトレーに確実にセットしていますか？ 

ートレーには CD - ROM を保持するホルダーがあります。ホルダーで磕実に保持さ 
れていることを確認してください。 

n 本装置で使用できる CD - ROM ですか？ 

一 Macintosh 専用の CD - ROM は使用できません。 

® A - ドディスクにアクセスでさない 

(ディスクアレイで構成されている八ードディスクについてはディスクアレイコント 
□ーラに添付の説明書を参照） 

□ 本装置で使用できる八ードディスクですか？ 

一 NEC が指定する機器 t (外は動作の保証はできません。 

n 八ードディスクは正しく取り付けられていますか？ 

一八ードディスクの八ンドルにあるレバーで磕実に□、ソクしてください。不完全 
な状態では、内部のコネクタに接続されません（123ページ参照)。 

d ) SCSI 装置(内蔵-外付け）にアクセスできない 

□ 本装置で使用できる SCSI 装置ですか？ 

一 NEC が指定する機器 t (外は動作の保証はできません。 

n ケーブルの接続を変えていますか？ 

一本体のベースボード上にある SCSI コネクタ旧）は、内蔵のファイルデバイスか 
外がけの SCSI デバイスのいずれかじ使用することができます。内蔵/外がけデ 
バイスの接続は、ケーブル接続を変えることで切り替えることができます。 
「八ードウエア編」の r ケーブル接続」を参照してください。 

n SCSI コント□ーラ（オプション含む）の設定を闇違えていませんか？ 

ーベースボード上の SCSI コネクタに接続している SCSI 装置については、222 
ページの BIOS セットアップユーティリティで正しく設定してください。オプ 
ションの SCSI コント□ーラボードを搭載し、 SCSI 装置を接続している場合 
は、 SCSI コント□ーラボードが持つ目 IOS セットアップユーティリティで正し 
く設をしてください。詳しくは SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアルを 
参照してください。 

n SCSI 装置の設をを間違えていませんか？ 

一外付け SCS 顆置を接続している場合は 、 SCSI ID や終端抵抗などの設定が必要 
です。詳しくは SCSI 装置に添付のマニュアルを参照してください。 
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® PCI デバイスを増設後、正しく動作しなくなった（ホットプラグ PCI については297 

ページを参照） 

n ボードを正しく取り付けていますか？ 

一140ページを参照して正しく取り付け直してください。 

n ボードに割り当てた割り込み設をを間違えていませんか？ 

一211ページを参照して正しく設をしてください。 

n os ブートを行う、アレイボードを除き、 BIOS セットアップユーティリティの設を 
で Option ROM 設定:が、 SCSI 力ードの搭載ス□、ソトは Disable になっていますか？ 
一目 IOS セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

く確認するメニュー： rAdvanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot nj 
( n : 取り付けたボードの PCI ス□、ソト番号）一 「Option ROM Scan 」〉 

□ ネットワークボードを増設し、ネットワークブートを行わない場合、目 I 0 S セット 
アップユーティリティの設定で増設した Slot の Option ROM 設定が口 sable になっ 
ていますか？ 

一目 I 0 S セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

く確認するメニュー： rAdvanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 「PCI Slot nJ 
( n : 取り付けたボードの PCI ス□、ソト番号）一 「Option ROM Scan 」〉 

(D OS を起動できない 

n フ□、ソピーディスクをセットしていませんか？ 

ー フ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 

n EXPRESSBUILDER をセットしていませんか？ 

一 EXPRESSBUILDER を取り出)して再起動してください。 

n os が破損していませんか？ 

一修復プ□セスを使って修復を試してください（314ページ)。 

® 正しい CD - ROM を挿入したのに下のメッセージび表示される 


CD - ROM が挿入されていないか、誤った 
CD - ROM が挿入されています。 

正しい CD - ROM を挿入してください。 


0 K 


n CD - ROM のデータ面がミちれていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

一 CD - ROM ドライブから CD - ROM を取り化し、よごれや傷などがないことを磕認 
してから、再度 CD - ROM をセットし、 [ OK ] をクリックしてください。 

® 呂 i 旨 a ドライバの速度設定を1000 Mbps か510日 Mbps に変更した場合、 

ESMPR 0/ 統合ビューアのデータビューアにてネットワークの詳細を参照すると、設 

定したスピードび不正表示 （1000 Mbps か5100 Mbps 設定時1000 Mbps と表示） 

される。 

一 giga ドライバの速度設定を変更した場合、表示が不正になりますが、 LAN ドラ 
イバの動作には影響ありません。 
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® ネットワーク上で認識されない 

n ケーブルを接続していますか？ 

一本装置背面にあるネットワークポートに磕実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネットワークインタフェースの規格に準拠したものであること 
をる宙認してください。 

n 巨 IOS の設定を間違えていませんか？ 

一本装置の目 IOS セットアップユーティリティで内蔵の LAN コント□-ラを無効に 
することができます。目 IOS セットアップユーティリティで設定を確認してくだ 
さい。 

く確認するメニュー： rAdvanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 

「Embedded N に1 」、 「Embedded N に2」> 

n プ〇トコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

-> 本装置専用のネットワークドライバをインス!-ールしてください。また、 TCP / 
IP などのプ〇トコルのセットアップやを種サービスが磕実に設をされているこ 
とを確認してください。 

n 転送速度の設をを闇違えていませんか？ 

一本体に標準装備の内蔵 LAN コント□-ラ1は、 100 Mbps /10 Mbps の転送速度 
のネットワークで使用することができます。内蔵 LAN コント□ーラ2は、 

1000 Mbps / 100 Mbps / 1 0 Mbps の転送速度のネットワークで使用することが 
できます。この転送速度の切り替えや設をは 0 S 上から行えますが 、 「Auto 
Detect 」 という機能は使用せず、接続している Hub と同じ転送速度で固をに設定 
してください。また、接続している Hub とデュプレックスモードが同じである 
ことを磕認してください。 

(D PCI ホットプラグび正しく行えない 

n 巨 IOS の設定を闇違えていませんか？ 

一 PCI ホ、ソトプラグを行う場合は、目 I 0 S の SETUP ユーティリティであらかじめ設 
定を変更してお < 必要があります。 

く確認する メニュ ー ：「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 一 

「Hot Plug PCI Control 」 一 「 Minimum / Middle / Maximum *」〉 

* 取り付けるボード(こよって設定値が異なります。詳細は194ページを 
参照して < ださい。 

く磕認するメニュ ー： rAdvancecU 一 「PCI Configuration 」 一 「Hot Plug PCI 
Control 」 一 「Empty Bus Default Speed 」 一 「PCI Slots 5-6」 または 、 「PCI 
Slots 7-8」 一取りがけるボードのスピード> 

(D PCI ボードの Hot Remove または 、 Hot Replace において、 OS か5ボードのドライ 

パ’を停止できない 

n Hot Remove または、 H 饥 Replace する PCI ボードを他のソフトウェアが使用して 
いませんか？ 

一 Hot Remove または 、 Hot Replace する PCI ボードを他のソフトウェアが使用し 
ているとドライバを停止できません。該当するソフトウェアを終了させてか 
ら、 PCI ボードのドライバを停止させてください 。 Hot Replace の場合はボード 
の取りがけが終了した後に、終了させたソフトウェアを起動してください。 
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Windows Server 2003について 


® m 下のイベント□グび記録される 

イベント ID : 4 

ソー义 E 100 B 

種類： 警告 

メ、ソセージ ： Adapter Intel ( R ) PRO / 100 Network Connection : Adapter Link Down 
該当装置： < 本装置のモデルを > 

該当 LAN : 100 BASE 


一本体の LAN ポートにネットワークケーブルを接続していない場合に、本イベン 
卜□グが登録される場合がありますが、 LAN ドライパの動作には影響ありませ 
ん。ネットワークケーブルを正しく接続すると登録されなくなります。また、 
100 BASE の LAN ポートを使用しない場合は、デバイスマネージャ等から 
100 BASE の LAN を無効に設をするか、 BIOS の設定にて、 Disable に設定を変 
要することじより、登録されなくなります。 

® m 下のメッセージび表示され、□グインできなくなった 

一 Windows Server 2003では、 Windows 製品のライセンス認証手続きを完了し 
ないまま使用していると、下記のメッセージが表示されます。[はい]をえらん 
で Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 


Windows 製品のライセンス認証 

続行する前に Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 
手続きが完了するまで□グオンずることはできません。 

今すぐ手続きを実行しますか？ 


はい （ Y ) 


いいえ ( N ) 


丰ヤンセル 



Windows Server 2003の運用中、イベントビューアに下記内容の EvntAgnt の 

警告び登録される場合びある 


ィベント ID : 1003 

説明： TraceFileName パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースファイルはです 

イベント ID : 1015 

説明： TraceLevel パラメータがレジストリにありません。 

使用した既定のトレースレベルは32です。 


-システム運用上、問題ありません。 
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Windows Server 2003 /Windows 2000につし、て 

( D インス I "ール中、イベントビユーアのシステム□グに次のような内容の警告び記録さ 

れる 


ぺージング操作中にデバイス ¥ Device ¥ CdRomO 上でエラーがお出されました。 


-システムの運用上、問題ありません。 

( J ) インス!^ール中、テキストベースのセットアップ画面で、文字化けしたメッセージび 

表示され、インス!"ールび続行できない 

n 複数の八ードディスクを接続したり、ディスクアレイコント□ーラ配下に複数のシ 
ステムドライブを作成してインストールを行っていませんか？ 

一 0 S をインストールする八ードディスクじ(外の八ードディスクをいったん取り外 
した状態でインス I -ールを行ってください。 

ーディスクアレイコント□ーラ配下のディスクにインストールする場合は、システ 
ムドライブを複数作成せず、1つだけ作成してインストールを行ってください。 
複数のシステムドライブを作成する場合は、インス!-ール完了後、ディスクアレ 
イのコンフィグレーションユーティリティを使用して追力□作成してください。 

( D インス!ル中、イベントビューアのシステム□グに下の□グび出力されを 


サーバはトランスポー h ¥ Device¥NetBT Tcpip {.....} にバインドできませんでした。 


トランスポートが初期アドレスのオープンを拒否したため、初期化に失敗しました。 


ネットワークの別のコンピュータが同じ名前を使用しているため、サーバーはトランスポート 
¥ Device ¥ NetbiosSmb にバインドできませんでした。サーバーを起動できませんでした。 


ーネットワークドライバの更新時に発生します。システムの運用上、問題ありま 
せん。 

( D インストールを正しくできない 

n インス!-ール時のを意事項を磕認していますか？ 

一18ページ（または、オンラインドキュメント）を参照してください。 

@ インス I ^ール後にデバイスマネージャで日本語106/109キーボードび英語101/ 

102キーボードと認識される 

ーデバイスマネージャでは英語101/102キーボードと認識されていますが、キー 
ボードの入力は日本語106/109キーボードの配列で行うことができます。日本 
語106/109丰ーボードに変更したいときは、 W 下の手順で変更してください。 

1. [スタートメニュー]から〔設定]を選択し、[コント□ールパネル]を起動する。 

2. [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し[デバイスマネージャ]をク 
リ 、ソクする。 

3. [羊ーボード]をクリックし、じ(下のプ□パティを開く。 

101/102英語キーボードまたは 、 Microsoft Natural PS /2 キーボード 

4. [ドライバ]タブの[ドライバの更新をクリックし、[このデバイスの既知の 
ドライバを表示してその一覧から選択する]を選択する。 

5. 「このデバイスクラスの八ードウエアをすべて表示」を選択し、日本語 PS / 
2キーボード （106/1 09キー）を選択して[次へ]をクリ、ソクする。 
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6. ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 

7. t (下のメ、ソセージが表示された場合は、[はい]をクリックして操作を続行 
する。 


ドライバの更新曹告 


xj 


Windows によって、このデバイスドライバ抓卜阳エアと互がをびあることを權忍できなかったため、このデパイスをインスト 


‘フづ/も化 '巧 " S ■、り'- P ' リ王の 

ぉ巧イな而、をらぁります。このドラ 

I はぃ (Y) yj |]……. 〔常樹 W || 

- 


os の動作び不安定 

n システムのアップデートを行いましたか？ 

一 0 S をインストールした後にネットワークドライバをインス I -ールすると動作が 
不安をになることがあります。35または56ページを参照してシステムをアップ 
デートしてください。 

( D 障害発生時、「自動的に再起動する」の設定で、設定どおりに動作しない 


一障害発生時に r 自動的に再起動する」の設定じかかわらず、自動的に再起動する 
場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起動して 
ください。 

® ブルー画面で電源 OFF びできない 

ーブルー画面で電源を OFF にする時は、強制電源 OFF (強制シャットダウン: 
POWER スイ、ソチを4秒間押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は 
OFR こなりません。 

( D プ□セツサに PU ) を増設後、起動するたびにイベント□グび表示される 


ーオプションの CPU の中には異 
なるレビジョン（ステ、ソピン 
グ）のちのが含まれている場 
合があります。異なるレビ 
ジョンの CPU を混在して取り 
付けた場合、 Windows では 
イベントビューアのシステム 
□グに W 下のような □ グが表 
示されますが、動作には問題 
ありません。 


イペント I 


B か 2001/07/02 ソース Application Popup 

時刻： 22:13 好辨 なし 

桂親 ’悟郎 イペントの： 41 

ューザー(が：阳0 
] ンピュ-;(な SERVER -1 


-ZJxJ 



説明が： 

この7ルチプ□セツサシステムの CPU は、一宜柳同じリピジヨシレペルではありません。すぺ 
てのプ□セツサをほ用するた脚こオパレーティンヴシステムをシステムで巧能な最小のプ〇 
たツサに削限します。このシステムで巧題び発生する場合は、 C …製を元け。1い合わせて 
この混合プロセ州びサボ-卜されているかどうかを植忍してくだぞい。 


データの：片バイトお) 广ワード扣め 


0000: 

00 

00 

00 

00 

01 

00 

d 4 

00 

.0. 


0008: 

00 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

8 

0010: 

02 

00 

00 

00 

29 

00 

00 

40 

岛 


0018: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 



0020: 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 

00 













二 J 


0 K \ キャン t ル」通巧お) 


(D [システムプ□パティ]の[全般]タブの中でプ□セツサの名称がずれて表示される 

一装置の動作には問題ありません。 
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® Windows 20 日 0 で Service Pack を運用中、イベントビューアに下記内容の 

WinMgmt の警告び登録される場合びある 

イベント ID : 37 

説明： ライブラリ内で不明な問題が発生したため 、 WMI ADAP は"ファイル 

を"パフォーマンスライブラリを読み込むことができませんでした。 
また OxOService Pack 3 CD - ROM を使用した場合は、 CD - ROM ドラ 
イブからおき取ってください。 

イベント ID : 41 

説明： Collect 関数で時闇違反があったため、 ADAP は"ファイルを"パフォー 

マンスライブラリを処理できませんでした。または009サブ丰一で値 
が見つからなかったため 、 WMI ADAP はパフォーマンスライブラリ" 
ファイルを"のオブジェクトインデ、ソクス"インデックス番号"を作成 
しませんでした。 

イベントに： 61 

説明： open 関数で時闇違反があったため 、 WMI ADAP は"ファイルを" 

パフォーマンスライブラリを処理できませんでした。 


(D 


ーカウンタの間題または WMKWindows Management Instrumentation ) パ 
フォーマンスライブラリ dredger の無効な正の戻り値が原因で登録されること 
がありますが、運用上は特に問題はありません。 

Windows 20日0で Service Pack を運用中、イベントビューアに下記内容の 

LoadPerf の警告び登録される場合びある 




イベント ID : 2000 

説明： インス I '''ールファイルでオブジェクトの一覧が見つかりませんでし 

た。オブジェクトの一覧をインストールファイルに追力□すると、 
パフォーマンスカウンタを計測するときに、システムのパフォーマン 
スが改善されます。 

一 WMKWindows Management Instrumentation ) が表示されたパフォーマンス 
カウンタを求めることが原因で登録されることがありますが、運用上は特に間 
題はありません。 

Windows 2日0日で Service Pack を運用中、イベントビューアに下記内客の 

rasctrs の警告び登録される場合びある 

イベントに： 2001 

説明： インストールファイルでオブジェクトの一覧が見つかりませんでし 

た。オブジェクトの一覧をインストールファイルに追力□すると、 
パフォーマンスカウンタを計測するときに、システムのパフオーマン 
スが改善されます。 


Systemroo 样 systenn 32¥ d 「 ive 「 s フォルダ配下に ND に WAN.S 丫 S がを在するか 
どうか磕認してください。システムの再起動後に本エラーが登録されていない 
場合は、運用上は特に問題はありません。 
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EXPRESSBUILDER について 

EXPRESSBUILDER から本装置を起動できない場合は、次の点について磕認してください。 

n POST の実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しましたか？ 

-> POST を実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しないとエラーメッセージ 
が表示されたり、 0 S が起動したりします。 

n BIOS のセットアップを間違えていませんか？ 

一本装置の目 IOS セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順唐を設定する 
ことができます。目 IOS セットアップユーティリティで CD-ROM ドライブが最初に起 
動するよう順唐を変更してください。 

く確認するメニュ ー: 旧〇〇り> 

EXPRESSBUILDER 実行中、何らかの障害が発生すると、 U 下のようなメッセージが表示さ 
れます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因と処理方法 

本プ□グラムの動作対象マシンではあり 
ません。 

EXPRE% 目 ULDER の対象マシンではありません。対 
象マシンで実行してください。 

NvRAM へのアクセスに失敗しました。 

不揮発性メモリ （NvRAM) にアクセスできません。 

八ードディスクへのアクセス(こ失敗しま 
した。 

八ードディスクが接続されていないか、八ードディス 
クが異常です。八ードディスクが正常に接続されてい 
ることを確認してください。 

マザーボード上に装置固有情報が存在し 
ません。 

オフライン保守ユーティリティの[システ 
ム情報の管型を使用してバックアップし 
た情報をリストアするか、情報を書き込 
んで < ださい。 

この作業は、保守員] U かは行わないで< 
ださい。 

オフライン保守ユーティリティを起動し 
ますか？ 

マザーボード交換時など、 EXPRESSBUILDER が装置 
固有情報を見つけ6れない場合に表示されます。保守 
員はオフライン保守ユーティリティを使用して情報を 
書き} A んで < ださい。 


この他にもシームレスセットアップでディスクアレイ構築時やシステム診断を実行したとき 
に障害を橫化するとエラーメッセージが表示されます。表示されたメッセージをメモし、保 
守サービス会社までご連絡ください。 

ディスクアレイに関するセットアップ中に障害を橫化するとディスクアレイのセットアップ 
をス丰、ソプします。このようなメッセージが現れた場合は、ディスクアレイコント□ーラま 
たは八ードディスクドライブじ障害が発生している可能性があります。保守サービス会社に 
保守を依頼してください。 
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シームレスセットアップについて 

(S) 指定したパーティションサイズよりも小さい容量の八ードディスクを使用してインス 

I ルしようとしたときに下のメッセージび表示された 


指定された A °- テイシヨンサイス''は A - ドテ''イスクの確保可能な容量を超えています。 
セットアツ7はお保できる最大サイス''で A ° -テイシヨンを作成しました。 

セットアツ7を続行します。 


一異常ではありません。く£が6「>车一を押してインス!''ールを続けてください。 

③ CD - ROM か5ファイルをコピー中または CD - ROM をチェック中に画面表示び乱れた 

一く R > キーを押してください。く R > 羊一を押しても何度も表示されるときは、シーム 
レスセットアップをはじめからやり直してください。それでも同じ結果が化たとき 
は保守サービス会社に連絡して、 CD - ROM ドライブの点横を依頼してください。 

( D 自動インストールび中断し、セットアップ情報を入力するように求め5れた 

一設定したセットアップ情報に闇違いがあります。メッセージじ従って正しい値を入 
力してください。インス!-ールを车ャンセルする必要はありません。 Windows で 
はセットアップの最後のリブートで再度、 < Erite 「> 羊一の入力を要求されることが 
あります。 

@ 「コンピュータの役割」画面で[終了]び表示される 

一ここで[終了]をクリックすると、その後の設定はシームレスセットアップの既定値 
を自動的に選択して、インストールを行います。 

<既を值> 

ネットワークプ〇トコルの設定 

プ□トコル： TCP/IP [ DHCP 指定:] 

サービス： Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有 

の選択 

クライアント： Microsoft ネツトワーク用クライアント 
コンポーネント： SNMP、IIS ( Professional/Windows Server 2003除く） 

アプリケーシヨン： ESMPRO/ServerAgent 

エクスプレス通報サービス 

Power Console Plus (本装置がサポートするディス 

クアレイコント□ーラを接続時） 
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(D ロンピュータの役割」画面で[終了]び表示されない 

-作成済みのセットアップ情報ファイルを□ー ドした場合は表示されません。 

一[終了]は、最初に[コンピュータの役割]画面に移ったときにのみ表示されます。一 
度でも[コンピュータの役割]から先の画面に進むと[戻る]を使用して、[コン 
ピュータの役割]画面に戻っても、[終了]は表示されません。 

③ rA °- ティションの使用方法」で r 既存 A °- ティションを使用する」を選択したのにディスクの全領域 

び 0 S 領域としてインス I ^ールされている 

一流用するパーティションじ(外(保守領域を除く）じパーティションが存在しました 
か？流用するパーティション W 外にパーティションが存在しなかったとき全領域を 
磕保して Windows をインス I -- ルします。 

@ ドメインに参加するように設定したのに、ワークグループでインストールされている 

ーインストール中、ドメインの参力□じ失敗した場合、ワークグループでセットアップ 
します。コント□ールパネルーシステムからドメインの参力□設定を行ってください。 

ーホストをに2バイト文字を使用していませんか？ 

Windows Server 2003の場合、ホストをじ2バイト文字を使用するとドメイン 
の参力□に失敗します。失敗した場合は、コント□ールパネルーシステムからドメイ 
ンの参力□設定を行って<ださい。 

( D パーティションサイズに大きな値を指定したのに、実際に Windows を起動してみる 

と、409己 MB でシステムパーティションび作成されている 

一 「ハ°-ティションサイス'」で実領域 t (上の値を設をしていませんか？全領域(保守領域を除く） 
を1パーティションで作成したい場合は r 全領域」を設定するようにしてください。 

(D 2 GBm 上のパーティションに NTFS でインストールしたのにクラスタサイズび日12バ 

イトでインス I "ールされる 

ーシームレスセットアップの仕様です。512バイトじ(外のクラスタサイズでインス 
トールしたい場合は、マニュアルセットアップをしてください。 

® ディスプレイの解像度として指定したものと違う解像度で Windows び起動した 

- ディスプレイの解像度は、指定された設をが使用できなかった場合、それにおい設 
定かまたはドライパのデフォルト値が使用されます。 

® 間違ったプ□ダク ND/CD キーを入力してしまった 

一間違ったプ□ダクト ID / CD キーを入力しても、自動インストールは開始します。しか 
し、自動インス!-ール中にストップ、再入力を促されます。また、この場合、自動 
インストール中の GUI セットアップ終了のリブート時に入力要求が発生します。これ 
ら2回の入力を行えば、 Windows のセットアップには問題はありません。 

® ネットワークアダプタの詳細設定びできない 

-シームレスセットアップでは、ネットワークアダプタの詳細設をは行えません。 
Windows の起動後、コント□ールパネルから設をしてください。 
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® シームレスセットアップで設定しなかったネットワークアダプタの設定び行われて 

Windows わ';起動した 

一 Windows は認識したネットワークアダプタは既定値に設定してインス!-ールしま 
す。設をの変更は、 Windows の起動後、コント□ールパネルから行えます。ま 
た、シームレスセットアップで設定したが、実際に接続されていなかった場合、ア 
ダプタのセットアップは行われませんが、プ〇トコルのインス I -ールだけは行われ 
ます。 

( 2 ) 複数枚ネットワークアダプタを装着し、アダプタごとに違うプ^トコルを設定したの 

に、どのアダプタもすベてのプ^トコルび設定されている 

一仕様です。をアダプタにはインストールされたプ□トコルすべてが使用できるよう 
に設定されます。シームレスセットアップで設定できないものは、すべて既を值じ 
なります。 

( D 複数枚ネットワークアダプタを設定したとき、 TCP / IP^D トコルの詳細設定びすべ 

て DHCP を使用するになっている 

一複数枚のネットワークアダプタを設定したときに、プ□トコルの詳細設定がすべて 
既定値になることがあります。コント□ールパネルから詳細設をを行ってくださ 
い。 

( D ネットワークアダプタを複数枚接続していないのにプ^トコルの詳細設定びすべてデ 

フォルト設定になつている。（例： TCP/IP の場合 IP アドレス設定したのに DHCP 設定 

になっているなど） 

一複数のプ□トコルを設をしていませんか？ 

この場合、複数のネットワークアダプタを接続したときと同じ状態になるため、プ 
□ トコルの詳細設定がデフォルト設定になってしまいます。 

0 S 起動後にコント□ールパネルから詳細設をを行ってください。 

( D 下のメッセージび表示され、インストールび中断する。 


Windows ブート□ーダをインストールできませんでした。 

じドライブがフォーマツトされているか、ドライブが損傷していないか確認してください。 


一追力□アプリケーションのインス!'''ールを指をしている場合、この現象が発生する場 
合があります。 
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マスターコント □ ールメニューについて 

( D オンラインドキュメントび読めない 

□ Adobe Acrobat Reader が正しくインストールされていますか？ 

-> オンラインドキュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されていま 
す。あらかじめ Adobe Acrobat Reader (Version 4.05 JU 上）をご使用のオペ 
レーティングシステムへインス!-ールしておいてください。なお 、 Adobe 
Acrobat Reader は、 EXPRESS 目 UILDER からインス I -- ルすることができま 
す。マスターコント□ールメニューを起動後、[ソフトウェアのセットアップ] 
の [Adobe Acrobat Reader ] を選択してください（インストール後 、 Acrobat 
Reader を起動して使用許諾契約書に同意してからご使用ください）。 

( D オンラインドキュメントの画像び見にくい 

n 使用しているディスプレイは、256色じ(上の表示になっていますか？ 

-ディスプレイの設をが256色未満の場合は、画像が見に<くなります。256色 
W 上の表示ができる環境で実行してください。 

マスターコント□ールメニューび表示されない 

n ご使用のシステムは 、 Windows NT 4.0 W 降または Windows 95 J ： i 降ですか？ 

一本プ□グラムは 、 Windows NT 4.0 /Windows 95より前のバージョンでは動 
作しません。 

n く Shift > 羊一を押していませんか？ 

一く Shift 〉 キーを押しながら CD - ROM をセットすると、 Autorm 機能が羊ャンセ 
ルされます。 

n システムの状態は問題ありませんか？ 

-システムのレジストリ設定や CD - ROM をセットするタイミングによってはメ 
ニューが起動しない場合があります。そのような場合は、 CD - ROM の 
¥ MC ¥1 ST . EXE をエクスプ□ーラ等から実行してください。 

③ メニューび英語で表示される 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

ーオペレーティングシステムが英語バージョンの場合、メニューは英語で表示さ 
れます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペレー 
ティングシステムにて動作させてください。 

(D メニュー項目びグレイ表示される 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

一 Administrator 権限のないユーザーで□グインした場合や、本装置外の装置上 
で実行した場合など、ご使用の環境がソフトウェアのインス I -ール環境に合致 
しないとき、メニュー項目がグレイ表示されます。適切な装置、ユーザーにて 
□グイン後、再度実行してください。 
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ExpressPicnic について 

セットアップ情報の設定で ExpressPicnic ウインドウのビットマップび正しく表示さ 

れない (Trekking コマンド使用時） 

-ディスプレイの設をの色数が256色未満の場合はビットマップが正しく表示されて 
いませんが、セットアップ情報は正しく表示できます。 

(5) Point To Point トンネリングプ日トコルの設定びできない 

一現在サポートしていません。インストール後、コント□ールパネルから設をを行っ 
てください。この場合、リブートは必要ありません。 

( D ネットワークアダプタの詳細設定びできない 

一 ExpressPicnic では、ネットワークアダプタの詳細設走:は行えません。 Windows の 
起動後、コント□ールパネルから設定してください。 


ディスクアレイについて 

デイスクアレイを構成している本装置でのトラブルについてはデイスクアレイコント□ーラ 
に添付の説明書を参照して<ださい。 


ESMPRO について 

ESMPRO/ServerA 旨 ent(Windows 版）について 

一添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / 
ServerAgent ( Windows 版)インストレーションガイド」でトラブルの回避方まやそ 
の他の補足説明が記載されています。参照してください。 

ESMPRO/ServerMana 旨 er について 

一 添付の CD - ROM 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 内のオンラインド车ュメント 「 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/13り396「インストレーションガイド」でトラブルの回避方まやその他の補足 
説明が記載されています。参照して<ださい。 
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障害情報の採取 


万一障害が起きた場合、次の方までさまざまな障害発生時の情報を採取することができま 
す。 


M-O • ly 降で説明する障害情報の採取については、保守サービス会社の保守員か5情報採取の 
era 依頼びあったときのみ採取してください。 


• 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表 
示されることびありますび、そのままシステムを起動してください。途中でリセット 
し、もう一度起動ずると、障害情報び正しく採取できません。 


イベント□グの採取 

本装置に起きたさまざまな事象（イベント）の□グを採取します。 

M-O STOP エラーやシステムエラー、ス I ルび起きている場台はいったん再起動してか5作 
業を始めます。 


pi ： オプションの CPU の中には異なる 

I じ卜 I レビジョン（ステッピング）のものが 
含まれている場合があります。異な 
るレビジョンの CPU をミ昆をして取 
り付けた場合、 Windows ではイべ 
ントビユーアのシステムログにじ TF 
のようなログが表示されますが、動 
作には問題ありません。 



308 
































1 . コント□ールパネルか 6 [管理ツール]- 
[イベントビューア]をクリ 、ソク する。 


2 . 探取する□グの種類を選択する。 


[アプリケーション□グ]には起動してい 
たアプリケーションに関連するイベント 
が記録されています。[セキュリティ 
□グ]にはセキュリティに関連するイベン 
卜が記録されています。[システム□グ] 
には Windows 2000のシステム構成要素 
で発生したイベントが記録されていま 
す。 

3. [操作]メニューの[□グファイルのを前を 
付けて保存]コマンドをクリ、ソクする。 

4. [ファイルを]ボックスに保存するアーカ 
イブ□グファイルのを前を入力する。 


パ■。由り、ま一 K 1、 

^すパてのイバシトを消去(岛 

おおの変を(凹） 

最巧の情卽に更巧(己 
一居の I ウスポート(じ_ 

プ□バティ(垃 


AJ レプ(吐 


己.[ファイルの種類]リストボックスで保を 
する□グファイルの形式を選択し、 [0 K ] 
をクリ 、ソク する。 


詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してください。 


イパ:/トピュ-ア 

J 巧け(互） 亲示 W 

1^ 今柏肩 

。闇画 


トリケーシヨ：/ □- 
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構成情報の採取 


本装置の八ードウェア構成や内部設定情報などを採取します。 

情報の採取には r 診断プ□グラム」を使用します。 

I M-O STOP エラーやシステムエラー、ス I ルび起をている場合はいったん再起動してか 5 作 
業を始めます。 


1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. [管理ツール]アイコンをダブルクリックし、[コンピュータの管理]アイコンをダブルクリックす 
る。 

[コンピュータの管理]ダイア□グボックスが表示されます。 


3. [システムツール]-[システム情報]をクリックする。 


4. [操作]メニューの[システム情報ファイル 
として保存]コマンドをクリックする。 

曰.[ファイルを]ボックス(こ保をするファイ 
ルのを前を入力する。 

巨.[保を]をクリックする。 


]> ピュ-加)昔巧 


概が互） 丟元 M ク-ルの | j 和 -► I を 


( システム情卽7ァイルとして巧巧の...つ 


〇ンステ 
〇ハード 




] す パ : てのちスウ(に） 

卜 

J En 刷(防 

i を巧の巧卽じを巧(む 
;一臣のエウスポート(じ 


AJ レブお） 



ポ 

口の卜 r 
口 ] nterr 


面''こ ） Internet Explorer 5 
申…涵パつ才-私ス□ゥと管ち 























ワトソン博±の診断情報の採取 

ワトソン博±を使って、アプリケーションエラーに関連する診断情報を探取します。 

診断情報の保存先は任意で設をできます。詳し<は「導入編」の r ワトソン博±の設を」を参照 
してください。 


メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。ダンプを DAT じ保存した場合 
は、ラベルに 「 NTBackup 」 で保ちしたか 「 ARCServe 」 で保ちしたかを記載しておいてくださ 
い。診断情報の保存先は任意で設をできます。詳しくは r メモリダンプ(デバッグ情報)の設 
走!」を参照してください （Windows Server 2003と Windows 2000で個別に説明していま 

す)。 

M-O • 保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動作しているとき 
居 TO に操作するとシステムの運用に支障ををたずおそれびあります。 


• 障害の発生後に再起動したときに仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表 
示される場合びありますび、そのまま起動してください。途中でリセットして起動し直 
すと、データを正しくダンプできない場合びあります。 


採取のための準備 

DUMP スイッチを押してダンプを実行した後に本装置をリセ、ソトできなくなる場合がありま 
す。この場合、強制シャットダウンに30ページ参照)で本装置を強制的にリセットしなけれ 
ばならなくなりますが、目 IOS セットアップユーティリティ！ " SETUP 」 の！ " Security 」 メニュ ー 
の 「Power Switch Inhibit 」 を 「 Enabled 」 に設定しておくと、 POWER スイッチの機能が無効 
になるため、強制シャットダウンができなくなります。 

万一の場合、強制シャットダウンで本装置をリセ、ソトできるように次の手順に従って本装置 
の設定を変更しておいてください。 

1. 本装置の電源を ON にして、目 IOS セットアップユーティリティ 「SETUP」 を起動する （188 ページ 
参照)。 

2. 「Security」 メニューの 「Power Switch Inhibit」 を 「Disabled」 (こ設定する。 

3. 設定内容を保をして、 SETUP を終了する。 
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メモリダンプの採取 

障害が発生し、メモリダンプを採取したいときに DUMP スイ、ソチを押してください。スイ、ソ 
チを押すときには金属製のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばして代用巧)をスイ、ソチ穴に 
差し込んでスイ、ソチを押します。 

スイッチを押すと、メモリダンプは設定されている保存先に保存されますに PU がストール 
した場合などではメモリダンプを採取できない場合があります）。 




つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないで 
ください。また、ピンの長さび2已 mmiy 上のものを使って 
<ださい。 
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I PM 帽報のバックアップ 


IPM 晴報を採取します。情報を採取するためには、 ESMPRO / ServerAgent がインス!ル 
されていなければなりません。 

1. スタートメニューから[プ□グラム;!一 [ESMPRO ServerAgent]- 正 SRAS ユーティリティ]を選 

ノ 5 、〇 

忙 SRAS ユーティリティ]ウィンドウが表示されます。 


2 . ツリービューより[最新情報]を選択し 
て、□一カルコンピュータの情報を取得 
する。 

データが表示されれば取得ができたこと 
(こなります。 


化 R AS ユーティ U ティ 


77イル ( E ) 亲元 W 


ESRAS ユーテ- 


國....っ. . 

向...風 NEC-SERVER 

E] … G Intelligent Platform Management hU 

/+ O 最削き邮） 

U がツ强ツ7。巧軍 E 

召 Network 


3. [ファイル]メニユーから[現在の IPMI 情報 
をバックアップする]をクリ、ソクする。 


户 SRAS ユーティ U ティ ^ 

ち7イルの I 


奉元{ぶ 叫 。 J 

ス巧をの IP 邮括訊きがッウ7ッ7する®... 

みウ7ッのバルの表示®... 

が.が.? 7つ W ルの表示中止吃） 


リクー>3ンのが了蝴 


; ..... U 啊好.が盾郎 
Netvyork 


snt Lite 


4. バックアップ対象のコンピュータをを確 
認する。 

己.退避するバックアップファイルをと保存 
する場所を指定して[バックアップ]をク 
リックする。 


ipwr 博沛がッ巧が 


谨巧したサー J 

] ンピュ-夕るの I 


が.川ア..，つ气マイ Jl , 女 f F ). 


参昭を ).. . I 


—サー J の禪種を、巧吉発を内容等を入力してください。 


J 


I '、—麻。" (。 ぇ 


閉じるが」 
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システムの修復 


OS を動作させるために必要なファイルが破損した場合は、「修復プ□セス」を使ってシステ 
ムを修復してください。 

n-O • システムの修復後35または5目ぺージの「システムのアップデート」を参照して必ずシス 
テムをアップデートしてください。また、 Windows の場台は、システムのアップデー 
卜に加え、各種ドライバをアップデートしてください。詳しくはオンラインドキユメン 
卜 r インストレーシヨンサプリメントガイド」の r ドライバのインストールと詳細設赴を 
参照してください。 

• 八ードディスクび認識でをない場合は、システムの修復はでをません。 


修復手順 一 Windows Server 2003- 

何らかの原因でシステムを移動できなくなった場合は、回復コンソールを使用してシステム 
の修復を行います。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者じ(外にはお勧め 
できません。詳細じついては、オンラインヘルプを参照してください。 

修復手順 一 Windows 2000- 

次の手順に従ってシステム修復ディスクではなく、ディスクの中の情報を使って修復してく 
ださい。 

1. EXPRESS 目 UILDER を使って 「Windows 2000 0EM-DISK for EXPRESS 目 UILDER 」を作成す 

る。 

2 . システムの電源を ON にする。 

3. 本装置の CD-ROM ドライブに Windows 2000 CD-ROM をセットする。 

4. Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドライブじセットした6、リセットする 
レ Ctrl>+<Alt>+<Delete> キーを押す）か、電源を OFF/ON して本装置を再起動する。 

己.画面上宮 K (こ 「Setup is inspecting your computer's hardwareconfiguration..」 が表示されてし^る 
間に <F6> キーを押す。 

I チェック I 

<F6> キーを押しても、このときには画面上には何の変化もあ6われません。 

6 . i：i 下のメッセージが表示された 6< S > キーを押す。 


Setup could not determine the type of one more mass storage 
devices installed in your system, or you have chosen to 
manually specify an adapter.Currently, Setup will load 
support for the following mass storage devices. 
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下のメッセージが表示されます。 


Please insert the disk labeled 
manufacturer-supplied hardware support disk 
into Drive A: 

* Press ENTER when ready. 


7. Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESS 目 UILDER をフ □ 、 
し、 <Enter> キーを押す。 

SCSI アダプタのリストが表示されます。 


/ピーディスクドライブにセツ 


8 . SCSI アダプタリストか6 [Adaptec Ultra320 SCSI Cards (Win 2000)]を選択し、 <Enter> キー 
を押す。手順5の画面(こ戻ります。 

9. 装置にディスクアレイコント□-ラ （N 8103 -64/81) を装着している場合は、手順5〜7を繰り返 
し、 SCSI アダプタリストか 6i：> (下を選び、 <En おりキーを押す。 

N 8103 -64 の場合 

[LSI Logic MegaRAID Enterprise 1600 RAID Controller Driver] 

N 8103 -81 の場合 

[MegaRAID SCSI 320-2 Controller Driver] 


10. <R> キーを押して修復オプションを選択 
する。 

11. キーボードの種類を選択する。 

12. 選択を求め6れた6、 <R> キーを押して 
システム修復処理を選択する。 


Windows 2000 Server セッ 


セットアッププログラムのこの部分は、 Microsoft(R) Windows 2000 (R) の 
インストールと設定を準備しまず。 

• Windows 2000のセットァップを開檐ずるには、 Enter キーを巧してくだ 
さい。 

• インストール済の Windows 2000を修復ずるには、 R キーを押してく 
ださい。 

• Windows2000 をインストールしないでセットアップを終了するには、 F3 
キーを巧してください。 


Enter 二続行 R 二修復 


13. 選択を求め6れた6、次のうちのどち6かを選択する。 

[手動修復; l(<M> キーを押す）高度なユーザーかシステム管理者] U かはこのオプションを選択しな 
いでください。このオプションを使うと、システムファイル、パー 
ティシ ョンブー トセクタおよびスタートアップ環境の問題を修復す 
ることができます。 

[高速修復; l(<F> キーを押す）このオプションは使い方がとても簡単で、ユーザーは何もする必要 
はありません。このオプションを選択すると、システム修復ディス 
クプ□グラムが、システムファイル、システムディスクのパーティ 
ションブートセクタおよびスタートアップ環境(システムに複数の才 
ペレーティングシステムがインストールされている場合)に関連した 
問題の修復を開始します。 


14. 画面に表示される指示(こ従って操作し、システム修復ディスクを挿入するよう求める画面では、 
<L> キーを 押す。 

ディスクの橫査後、システムは一度再起動されます。 


システム修復ディスクを使用しない処理を行います。 
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15. 手順 2 〜 12 を繰り返す。 

修復処理が開始されます。 

修復処理の間に、見つか6ないファイルや破損したファイルが、八ードディスクドライブ上 C : 
¥1386のフアイルかシステムパーティシヨンの％ systemroot %¥ Repair フォルダのフアイル(こ置 
き換え6れます。こうして置き換え6れたファイルは、セットアップじ(降に行った構成の変更を 
一切反映していません。 

16. 画面に表示される指示に従って操作する。 

障害が橫化されたファイルのを前を控えておくと、システムがどのよう(こ破損していたのかを彭 
断するのに役立ちます。 

17. 修復に成功した場合は処理を終了する。 

コンピュータが問題なく再起動したことで置き換え6れたファイルが八ードディスク(こ正しくコ 
ピーされたことがわかります。 
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オフライン巧巧ユーテイ IJ テイ 

オフライン保守ユーティリティは、本製品の予防保守、障害解析を行うためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティリティを使って障 
害原因の確認ができます。 

M-O • オフライン保守ユーティリティは通常、保守員び使用ずるプ□グラムでず。オフライン 
巨^ 保守ユーティリティを起動すると、メニューにヘルプ(機能や操作方法を示ず説明)びあ 

りまずび、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリティの操作を熟知している保 
守ヴービス会社に連絡して、保守員の指示に従って操作してください。 

• オフライン保守ユーティリティび起動すると、クライアントか5本製品へアクセスでき 
なくなります。 


オフライン巧巧ユーテイ y テイの起動方法 


オフライン保守ユーティリティは次の方まで起動することができます。 

• EXPRESSBUILDER か5の起動 

「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」から「ツール」一「オフライン保守ユーティリティ」 
の順に選択すると、 CD - ROM よりオフライン保守ユーティリティが起動します。 

• フ□ッピーディスクか5の起動 

忙 XPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツール」一「サポートディスクの作成」で作成し 
た r オフライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセットして起動すると、オフライン保守 
ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 ( F 4 キー） 

オフライン保守ユーティリティをインス I -- ル後、 POST 画面で < F 4> 羊一を押すと、 
ディスクよリオフライン保守ユーティリティが起動します。 
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オフライン巧巧ユーテイ IJ テイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、じ(下の機能を実行できます(起動方法により、 
実行できる機能は異なります）。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface ) じおけるシステムイベント□グ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示やバックアップをしま 
す。 

本製品で起こった障害やを種イベントを調査し、巧換部品を特定することができます。 

• BIOS セットアップ情報の表示 

BIOS の現在の設定値をテ车ストファイルへ化力します。 

• システム情報の表示 

プ□セ、ソサ ( CPU ) や BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ化力した 
りします。 

• システム情報の管理 

お客様の装置固有の情報や設をのバックアップ(退避)をします。バックアップをしてお 
かないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設をを復旧できな<なります。 

■ I ； システム情報のバックアップの方まについては、 35 または 56 ぺージで説明しています。 

U 37 n なお、リストア(復旧）は操作を熟知した保ず員从外は行わないでください。 


• 各種ユーティリティの起動 

EXPRESSBUILDER から保守用パーティションにインス I — ルされた W 下のユーティリ 
ティを起動することができます。 

-システム マネージ メント機能 
- システム診断 
-保守用パーティションの更新 

• 箇体識別 

本体装置の ID ランプが5秒間点なします。ラックに複数台の装置が設置された局面で装置 
を識別するときなどに便利です。 
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移動と保管 

本装置を移動-保管するときは次の手順に従って<ださい。 



A ミ主意 


0 

AA 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷や 
けびなどを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ 
ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 指定 m がの場所に設置しない 

• プラグを差し込んだままインタフ I ースケーブルの取り付けや取り外しをしない 


VI -0 • フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場台はお買い上げの販売店または保守 
サービス会社に連絡してください。 

• 八ードディスクに保存されている大切なデータはバックアップをとっておいてくださ 
い。 

• J\- ドディスクを内蔵している場台は A — ドディスクに衝撃を与えないようにま意して 

本装置を移動させてください。 

1. フ□、ソピーディスク、 CD-ROM をセットしている場合は本装置か6取り化す。 

2. 本装置の電源を OFF (POWER ランプ消灯）にする。 

3. 本装置の電源コードをコンセントか6あく。 

4. 本装置に接続しているケーブルをすべて取りかす。 

曰. 89ページを参照してラックか6取り化す。 

巨. 2人]:>(上で本装置の底面を持って運ぶ。 

7. 本装置(こ傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと捆包する。 
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ユーザーヴポート 

アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について磕認してください。 


装置の巧話について 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で巧を事項を記入してお渡しし 
ますので、記載内容を磕認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容じちとづき無償修理いたします。詳し<は『保証書』およびこの 
後の r 保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡してください。 

M-O • NEC 製 m 夕 K サードパーティ）の製品または NEC び認定していない装置やインタフエー 
スケーブルを使用したために起きた本装置の故障については、その責任を負いかねます 
のでご了承ください。 

• 本体に、製品の形式 、 SERIAL No . (製造番号)、定格、製造業者名、製造国び明記され 
た銘板び貼ってあります。販売店にお問い台わせずる際にこの内容をお伝えくださし、。 
また銘板の製造番号と保証書の保証番号び一致していませんと、装置び保証期間内に故 
障した場合でも、保証を受け5れないことがありまずのでご確認ください。万一違う場 
合は、，版売店にご連絡ください。 



バッテリの保証について 


本装置に内蔵されているパ、ソテリの保証期間は5年です。時計が停止したり、遅れるように 
なった場合は、保守サービス会社に連絡してください。 
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修理に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、じ(下の手順を行って<ださい。 

①電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを磕認 
します。 

③「障害時の対処(289ページ)」を参照してください。該当するを状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

③ 本装置を操作するために必要となるソフトウェアが正しくインストールされていること 
を磕認します。 

④ 市販のウィルス橫化プ□グラムなどで本装置をチェックしてみてください。 

t (上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際に本装置のランプの表示や 
ディスプレイ装置のアラーム表示もご磕認ください。故障時のランプやディスプレイによる 
アラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先に 
ついては、付録目 r 保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し込みください。 

I n-O 本装置は日本国内仕様のため、 NEC の海が拠点で修理することはできません。ご了承くだ 
さい。 


修埋に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 
n 障害情報* 
n 本体-周辺装置の記録 

* 308ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保守サービス会社 
から指示があつたときのみ用意してください。 


巧巧用部品について 


本装置の保守用部品の最低保有期間は、製造打ち切り後5年です。 
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巧巧ヴービスについて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認をした保守サービス会社によって 
のみ実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、 
ご都合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
ります。 


保守ヴービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コール(こより優先的(こ技術者を派遣し、修理じあたります。 
この保守方式は、装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていた 
だくもので、お客様との間に維持保守契約を結ばせていただきます。 
さまざまな保守サービスを用意しています。詳し<はこの後の説明をご覧 
ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守ま 
たは修理料金はその都度精算する方式で、作業の内容によって異なりま 
す。 


NEC では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。サービスの 
詳細については 、 「NEC 8番お ( http :// nec 8. conn /)」 の「サポート情報」をご覧ください。 



• サービスを受けるためには事前の契約び必要でず。 

• サービス料金は契約ずる日数/時間帯により異なります。 
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情報サービスについて 


Express 5800シリーズに関するご質問-ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受け 
しています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター TEL . 03 -34 曰曰-曰800り表) 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する r エクスプ 
レス通報サービス」の申し a みに関するご質問-ご相談は r エクスプレス受付センター」でお 
受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター TEL 0120 -22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 


インターネットでも情報を提供しています。 

http :// nec 8. com / 

『NEC 8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

『Club Express』 ： 『Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800シリー 
ズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 

http :// www . fielding . co . jp / 

NEC フィールディング(株)ホームページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事 
などの情報をご紹介しています。 
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